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49.81％，女性 50.19％で，年代は 20 代が 14.68％，










































区間 0（一度も行ったことがない），区間 1（10 年に 1
回未満），区間 2（10 年に 1 回～ 5 年に 1 回），区間 3（5





頻度の間には有意差が認められた（x2（4） = 13.007，p 
< 0.05）。この表からは，男性（38.60％）女性（36.72％）
ともに最も割合が多いのは，区間 1（10 年に 1 度未満）
であるということがいえる。全体的な傾向としては，
水族館へ行く頻度はそれほど高くなく，約 4 割が 10








区間 0 1 2 3 4
男性 6.43 38.60 28.07 21.44 5.46
女性 3.13 36.72 25.39 27.73 7.03
注 1） 区間 0=0：1度も行ったことがない，区間 1=～ 0.10未満：10
年に 1回未満，区間 2=0.10～ 0.20未満：10年に 1回～ 5年









以上のことから，水族館の頻度は約 6 ～ 7 割近く















































.24，p < .01；r = .26，p < .01；r = .26，p < .01）。また，
水族館へ行く頻度と「生き物の紹介板や解説板」と「館
内ガイドツアーや野外イベント」の間にはほとんど相
関がみられなかった（r = .18，p < .01；r =.15，p < .01）。
性別ごとにみていくと，男性は「館内ガイドツアー
や野外イベント」以外の項目と水族館へ行く頻度の間
に弱い正の相関がみられた（r = .29，p < .01；r = .33，










普段見られない魚類・海獣類などの生物 3.77 3.68 3.86
水中の空間や雰囲気 3.79 3.66 3.92
ショーやふれあい体験 3.74 3.55 3.83
生き物の紹介板や解説板 3.13 3.06 3.28












普段見られない魚類・海獣類などの生物 .244** .294** .188**
水中の空間や雰囲気 .256** .336** .166**
ショーやふれあい体験 .261** .277** .232**
生き物の紹介板や解説板 .188** .226** .147**
館内ガイドツアーや野外イベント .156** .195** .113*
** p < .01，* p < .05，+ p < .10
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水族館に対する意識調査の結果
比較するとその値は低くなっている（r = .23，p < .01）。
女性において最も強い相関がみられたのは，水族館へ
行く頻度と「ショーやふれあい体験」の間であった（r 












正の相関がみられた（r = .22，p < .01）。女性において，
水族館へよく行く人と生物の解説板の間にはほとんど






































いる」に 5 点，「知っている」に 4 点，「多少知って






が 2.39，男性が 2.50，女性が 2.28）。一方，最も認知
度が低いのは「海と人の暮らし」に関する情報の項目




















海の生物の生態 0.96 5.57 32.25 53.93 7.29
海と人の暮らし 0.67 5.66 24.95 54.99 13.72




海の生物の生態 2.39 2.50 2.28
海と人の暮らし 2.25 2.38 2.11
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谷　綺音・上野裕介
情報の認知度は高くなっていることがいえる。また，




度の間の相関分析を行い，表 7 に示した。表 7 の全
体の項目をみてみると，水族館へ行く頻度と「海の生
物と生態」，「海の環境問題」の項目の間に弱い正の相




















区間 0 1 2 3 4
海の生物の生態 2.12 2.24 2.38 2.51 2.93
海と人の暮らし 1.90 2.15 2.23 2.35 2.68






























に使う手段として，1 番目に 5 点，2 番目に 4 点，3












海の生物の生態 .223** .353** .113*
海と人の暮らし .181** .276** .116**
海の環境問題 .216** .286** .163**

















海の生物の生態 4.36 3.26 2.75 3.24 2.57 2.31
海と人の暮らし 4.62 3.34 2.93 2.35 2.71 2.81










































































や期待する」に 4 点，「どちらでもない」に 3 点，「あ



















海の生物の生態 4.29 3.41 2.85 3.17 2.58 2.18
海と人の暮らし 4.56 3.47 2.91 2.48 2.68 2.75





















海の生物の生態 4.43 3.09 2.65 3.31 2.56 2.42
海と人の暮らし 4.67 3.19 2.95 2.22 2.75 2.87










物に関する知識を取得すること」の 3.44 の 2 つであっ
た。一方，「環境問題に関する知識を取得すること」







れな雰囲気を楽しむこと」の男性 3.38，女性 3.54 と「生
物に関する知識を取得すること」の男性 3.42，女性
3.45 の項目の期待度が高く，「環境問題に関する知識





















娯楽性、おしゃれな雰囲気を楽しむこと 3.46 3.38 3.54
生物に関する知識を取得すること 3.44 3.42 3.45
環境問題に関する知識を取得すること 3.00 3.06 2.95
人と海の関係（水産など）に関する知識を取得すること 3.14 3.18 3.10
水族館の研究や取り組みに関する知識を取得すること 3.15 3.19 3.11









とんど相関がみられなかった（r = .11，p < .01；r = 










い正の相関がみられた（r = .24，p < .01；r = .26，p < 




.16，p < .01；r = .18，p < .01）。女性においては，5
つの項目と水族館へ行く頻度との間にほとんど相関は
みられなかった（r = .19，p < .01；r = .15，p < .01；r 
















娯楽性、おしゃれな雰囲気を楽しむこと .222** .240** .193**
生物に関する知識を取得すること .209** .266** .153**
環境問題に関する知識を取得すること .114** .161** .079+
人と海の関係（水産など）に関する知識を取得すること .133** .184** .090*
水族館の研究や取り組みに関する知識を取得すること .136** .235** .047
** p < .01，* p < .05，+p < .10
n =1042
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